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5月なのに、真夏日！！ 

走るには厳しい気候でした

が、皆さん楽しんでください

ました♪ 
 

2014年 5月 25日 奈良県生駒市 

フォトロゲイニング®生駒 2014 

 

満点=1600点 

5時間 男女の部 

1位 ＧＮＫＭＮ 768点 

2位 木酔会 756点 

3位 へなちょこＲＣ 742点 

 (キャサリンとその手下) 

 

5時間 男子の部 

1位 ばんばじま 956点 

2位 ＤＷＶＯＢ精鋭 941点 

3位 ウィンドラン 886点 

 

5時間 女子の部 

1位 ツインズ 495点 

2位 チームＡポイント 459点 

3位 みゆげ 433点 

 

5時間 家族の部 

1位 Team Heart Golds 568点 

2位 ちーむ きこり 549点 

3位 チーム バーニー 549点 

 

3時間の部 

1位 ＫＯＬＡ 611点 

2位 テルジロア 516点 

3位 変態パワー 443点 

 

梅雨入り直前、全国各地で今年一番

の暑さを記録する中、奈良県生駒市で

昨年に続きフォトロゲイニング®生駒

2014を開催しました。 

北は宮城県から、南は高知県まで、

年齢は 1 歳～70 歳！の老若男女、3 時

間の部、5時間の部合わせて 102チーム、

246名のエントリーがありました。参加

者の半数以上がロゲイニングは初めて

とのこと、ロゲイニングの裾野が広が

ってきています。 

このチームの中には日本海から太平

洋まで 8 日間以内に走りきる「TJAR」

の完走者や次回出場を目指していると

いう濃くて熱い参加者もいれば、ゆる

ゆると普段着での参加者もいる幅広さ

でした。 

今回、エントリーの受け付けを 3 月

10 日から始めましたが、5 時間の部は

受付開始から 1 週間も経たずに定員オ

ーバーとなってしまいました。関西で

もロゲイニングの人気が出てきている

事が良くわかります。近い将来、ロゲ

イニングもクリック戦争の時代がやっ

てきそうですね。 

 

生駒市の地勢 
生駒市は東に矢田丘陵、西に生駒山

がそびえ、間に挟まれた谷部分に市街

地を形成しています。平地は少なく基

本的に山が中心の地形で、傾斜地にも

住宅が林立し、生駒山ですらかなり上

の方まで住宅地化していて、ケーブル

カーが通勤通学路線として機能してい

ます。そんな地形を知る人なら、普通

は走ろうなんて考えないでしょう。 

しかし、ロゲイニングは違います。

私の勝手なイメージですが、ロゲイニ

ング愛好者は厳しいのが大好きなＭっ

気たっぷりな方が多いような気がしま

生駒市の起伏と歴史を楽しむ！ 

 

大会 

報告 福山智之 
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す。ボディブローのように効いてくる

起伏の激しい生駒市の地形は、そんな

ロゲイニング愛好者にぴったりな地形

ではないでしょうか？ 

 

生駒市の歴史 
古くは、『日本書紀』や『古事記』に

記述のある物部氏の祖先とされるニギ

ハヤヒの命の墳墓や、初代天皇とされ

る神武天皇の東征のクライマックスと

もいえるナガスネヒコとの合戦が行わ

れた場所がありますし、“地図の祖”と

も言われる僧行基の墳墓もあります。 

他にも奈良県らしく、たくさんの神

社仏閣があるので、古代ロマンを感じ

られるようなＣＰを配置したいと考え

ました。 

 

参加者の感想等 
今回も、参加者の皆さまに感想を書

いていただきました。その中からいく

つか紹介したいと思います。 

・体力だけでなく、戦略も必要な要素

となっている事が面白いと感じまし

た。地元の方とも交流ができて素敵な

イベントでした。 

・アップダウン、山や自然と街並みの

調和、スポーツとして仕事を忘れてリ

ラックスできる環境とても楽しかっ

たです。 

・初めて参加しました。家族で楽しめ

る競技なのが素晴らしいと思います。

また参加したいなー。 

・山と市街地と、いろいろ楽しめるポ

イントがいっぱいで良かったです。今

回行けなかったところがいっぱいな

のでまた機会を見つけて回りたいで

す。 

 

このように主催者として嬉しい声を

たくさん頂いた反面、 

・70、80 の間の道が崩れており、非常

に危険でした。参加者の安全という観

点で不適切であったと感じます。 

 

と、厳しいご指摘もいただきました。

これはもっともなことで、想定される

ルートは全て確認しなければいけなか

ったと反省しています。次回は試走班

をより充実させて臨みたいと思います。 

次回も乞うご期待！ 

（文責：福山智之） 

 

 

 

 

昨年に引き続いて 1 番人気だった“下向きカーブミラー” 

反対側から登ってくる車を確認する為のミラーなんです。 

起伏の激しさが分かっていただけるでしょうか？ 


